
Education

東京本社
〒116-0003
東京都荒川区南千住3-8-4 ATENビル
TEL：03-5615-5810（代表）
FAX：03-3891-3810
E-mail：sales@atenjapan.jp
https://www.aten.com/jp/ja/

東京⽀社（神⽥ショールーム）
〒101-0048
東京都千代⽥区神⽥司町2-11-1
明治安⽥損害保険ビル 1F
TEL：03-5615-5810
FAX：03-3891-3810

九州営業所
〒812-0011 
福岡県福岡市博多区博多駅前3-7-35
博多ハイテックビル 7F

TEL：092-710-6108
FAX：092-710-6148

⼤阪⽀社
〒541-0047
⼤阪府⼤阪市中央区淡路町3-1-9
淡路町ダイビル 3F
TEL：06-6229-5810
FAX：06-6229-8810
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導⼊事例 ❘ 札幌テレビ放送株式会社様

監視者の移動を減らして、少人数でも効率的に遠隔監視できる環境を構築

IP-KVMスイッチで複数の送出端末やサーバーをリモート監視・操作

― 製品の組み合わせによる拡張性と、OS非依存の柔軟性が導入の決め手に―

札幌テレビ放送 テレビマスター
技術ご担当者さまに導⼊前後のお話を伺いました
取材⽇：2022年6⽉1⽇

裏面につづく

札幌テレビ放送株式会社では、テレビマスター設備の更新に伴い新仕様の検討をしていた。従来
のテレビマスターでは、端末のログ等の確認でマスター監視室からラック室への移動が必要で、端
末やサーバーも多く、深夜帯など2名勤務体制の監視において1名がラック室へ移動すると監視者
が1名となる課題があった。また新マスターでは端末画⾯の複製信号をHD-SDI信号にする必要が
あったため、導⼊するドロワーは1920×1080で表⽰できることが必須要件だった。マスターメー

カーからの仕様提案を踏まえた上で、より要件に合う製品を探し求めたところ、ATEN製のIP-KVMスイッチとLCDド
ロワー、およびコンソールステーションにたどり着いた。

概要

取材
ご協⼒

テレビ番組の送出および監視、機器保守と管理を主に担当
しています。

検討していた当時は、ATEN製品以外のメーカーで要件
を満たす機器が無く、採⽤の⼤きな決め⼿となりまし
た。さらに、製品が⼀般的に普及しているため、故障
時やリプレイスの際に⼊⼿困難にならないことも安⼼
できる点でした。
IP-KVMスイッチにおいては、モジュールを変えるこ

とで⼊⼒信号に制限がなく表⽰できることと、OS⾮依
存で操作できることでテレビ送出の制御に影響がでない
ことが選定のポイントとなりました。また、KVMス
イッチと端末のモジュールはCat5eケーブル１本での接
続なので、増設や移動の作業が⾏いやすくなったことも
メリットです。
製品導⼊後は、リモート（監視室）から端末の監

視・操作が⾏えるようになったため、従来必要として
いた移動を減らすことができ、業務の⾒直しへと繋がり
ました。また、当初設置予定だった他社製品の組み合
わせと⽐較して、ドロワーの数を減らすことができたた
め、ラック実装にも余裕を持つことができ、省スペース
化に貢献できています。

テレビマスター更新の際に、「IP-KVM」を⽤いた
新仕様の検討をしていました。当初、マスターメー
カーからの仕様提案では、ラック毎に他社製の１Uド
ロワーを設置予定でしたが、追加機器のラック実装や
配置などを確保するためドロワー数を減らす必要があ
りました。そこで、より要件に合う製品を探していた
ところ、ATEN製品にたどり着きました。もともと
ATEN製品は、前々のマスターからKVM延⻑器や分配
器、CPU切替器などを多く使⽤していたため操作性
などに馴染みがありました。また「解像1920×1080
で表⽰できること」がドロワーの必須要件でした。

STVメディアセンター株式会社

技術局 成⽥ 誠⼀様
▽https://www.stv.jp/

▽https://www.stv-mc.jp/

札幌テレビ放送株式会社

放送技術部 安宅正伸様

【ご担当業務】テレビ番組の送出及び監視、機器保守と管理

活用シーン テレビマスター（主調整室）

用途

導入製品 マルチポート IP-KVMスイッチ ・ ＬＣＤドロワー ・ コンソールステーション

テレビマスターの送出端末の操作と状態監視

導入先

札幌テレビ放送株式会社



Education●導⼊のポイント

● ソリューション構成図

導入
効果

 ラック室への移動により、マスター監視室の放送監視が1名になる時間帯が発⽣
 省スペース化を図りながら、柔軟な機器構成を実現したい

遠隔からの効率的な端末操作や監視が可能に
➡ IP-KVMスイッチを通して、遠隔から監視対象の送出端末やサーバーへアクセス・操
作が可能に。従来発⽣していた移動を減らすことができ、業務の⾒直しに繋がった。
OS⾮依存で設置できるため、既存の制御環境に影響を与えずに機器導⼊ができた。

省スペース化と柔軟な機器構成を実現
➡最終的な機器構成ではドロワーの総数を減らすことができ、ラック内の省スペース化
に貢献。IP-KVMスイッチは、モジュールを変えることで⼊⼒信号に制限がなく表⽰
できること、またCat5eケーブル１本で端末と接続できるため柔軟に増設や移動の作
業ができるように。

課題・
要件

端末・サーバー

端末・サーバー

ネットワークスイッチ

ラック室

各種映像信号⽤ケーブル
USB（キーボード・マウス）
ネットワーク
Cat5e

端末・サーバー

放送機器ラック
×8

8ポートIP-KVMスイッチ
KN1108VA

LCDコンソールドロワー
CL6700MW

端末・サーバー

コンピューターモジュール
KA7175 / KA7166

…
…×6~8

放送機器ラック
×5

16ポートIP-KVMスイッチ
KN1116VA

LCDコンソールドロワー
CL6700MW

コンピューターモジュール
KA7175 / KA7166
KA7168 / KA7169

…
…×8~12

テレビマスター監視室

KVM over IPコンソールステーション
KA8288

コンソール

KA8288のパネルアレイ機能を使⽤して、
送出端末やサーバーの画⾯を監視モニ
ターに常時パネルビュー表⽰している
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＼製品についてお気軽にお問い合わせください／

お問い合わせはこちら
東京本社 ❘ 東京⽀社 ❘ ⼤阪⽀社 ❘ 九州営業所 ❘ 名古屋営業所

ATENジャパン株式会社 TEL：03-5615-5810（代表）
https://www.aten.com/jp/ja/ Email︓sales@atenjapan.jp

●導⼊製品情報

● 導⼊現場の写真

マルチポートIP-KVMスイッチ LCDコンソールドロワー

 KN1108VA
 KN1116VA

離れた場所からインターネットブラウザを使用して複数
のサーバーへのアクセスやモニタリングができる、マルチ
ポートタイプのIP-KVMスイッチ。

 CL6700MW

フルHD対応の、17.3インチワイド
画面LCD一体型コンソールドロ
ワー。 1Uサイズで快適なコンソー
ル操作環境を提供。

コンピューターモジュール KVM over IPコンソールステーション

 KA7175  KA7176  KA8288

PCやラップトップの代わりとなる
独立型のコンソール。IP-KVMス
イッチに接続されているすべての
サーバーに遠隔でアクセスし、モニ
タリング監視や制御が可能。

 KA7168  KA7169
IP-KVMスイッチとサーバーとの
接続に使用するモジュール。各種ビ
デオインターフェースのラインナッ
プがある。

ラック室でもドロワーで送出端末やサーバーを操作する
事が可能。

▲

▲ テレビマスター監視室にある監視用コンソールのひとつ。
監視対象の送出端末やサーバーを常時パネルビュー表示
している。

▲ テレビマスター監視室でコンソールを操作している様子。


